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食べ物での窒息事故に注意
松前消防署☎ 984-3404

消防署
だより

背部叩打法の行い方　

①体勢を整える
　食べ物を詰まらせた傷病者が、立っているか座っ
ている場合は、やや後方から片手で傷病者のあご
を支えて、うつ向かせます。

※ 傷病者が倒れている
場合は、手前に引き起
こして横向きにし、自
分の足で傷病者の胸を
支え、もう片方の手で
傷病者の顔を支えます。

②背部を叩く
　もう片方の手のひら
の付け根で、傷病者の
肩甲骨と肩甲骨の間を
強く4～ 5回、迅速に
叩きます。

③異物が取れるまで続ける
　改善が見られなければ、回数にとらわれず、異
物が取れるまで続けてください。
　背部叩打法中に、反応がなくなればすぐに心肺
蘇生を行い、AEDがある場合は併せて使用してく
ださい。

日時　１月8日㊐　
      　   オープニングセレモニー 10時～      開式10時20分～
場所　松前公園多目的広場 （雨天時は松前公園体育館）

平成 29年　松前町消防出初式
Information

　松前中学校吹奏楽部の演奏なども予定しています。ぜひご来場
ください。

毎年12月～1月は、餅料理を食べる機会が増え、
餅などでの窒息事故も増加傾向にあります。町内
でも、餅をのどに詰まらせ、救急要請した事故が
5年間で4件あり、全てが高齢者によるものでした。
家族が楽しい年末年始を過ごすためにも、事

故を未然に防ぎ、万が一の際にも対応できる知識
を身に付けておくことが必要です。

窒息のサイン（チョークサイン）を出しているとき

　写真のように、のどの辺りを押さえ呼吸ができ
なくなった状態（チョークサイン※）のときには、
食べ物などで気道がふさがれていることが疑われ

ます。大きな声で助けを呼
び、119 番通報と近くにあ
れば AEDの搬送を依頼し、
すぐに気道異物除去を行っ
てください。
※ 世界共通のサインです。

窒息した人が呼び掛けに反応する場合は

　咳をすることが可能であれば、できる限り咳を
させてください。
　咳ができない場合には、年齢性別に関係なく行
うことができる背部叩打法（はいぶこうだほう）
を行いましょう。
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